
基本構想（まちづくりの基本目標・基本的な
施策等）の検討の進め方について 

資料１ 



 まちの将来像「“自然 つながり 活力あるまち”東久留米」の実現に向けて、「みんなが
主役のまちづくり」をまちづくりの基本理念とし、基本構想実現に必要な施策全体に共通
する3つの基本的な考え方を示し、5つのまちづくりの基本目標とそれぞれに基本的な施
策を示している。                                                               

【基本構想】 

(1) 現行（第4次長期総合計画）の体系 

将
来
像
： 

“自
然 

つ
な
が
り 

活
力
あ
る
ま
ち
”  

 
 

東
久
留
米 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

にぎわいと活力  
あふれるまち 

住みやすさを感じる
まち 

健康で幸せに   
すごせるまち 

子どもの未来と文化
をはぐくむまち 

地球環境にやさしい
まち 

新たな活気を生み出す産業の
振興と消費生活の向上 

（基本目標） （基本的な施策） 
【基
本
計
画
】：基
本
目
標
・
基
本
的
な
施
策
に
従
っ
て 

事
業
を
示
し
て
い
る 

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

行
財
政
改
革
の
推
進 

互
い
に
尊
重
し
あ
え
る
意
識
の
醸
成 

（基本構想実現のために） 

基本理念：みんなが主役のまちづくり 
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(2) 検討の方針 

 現行の「基本目標・基本的な施策」をベースに第４次長期総合計画策定以降の
環境変化等を勘案し、基本目標ごとに検討を進める 

  ➡その後、それらを包含する「まちの将来像」や「まちづくりの基本理念」、「施策横断的な
考え方」を検討する 

 基礎調査等から取り巻く環境や市の変化等を明らかにし、基本目標ごとに「検討事項」を
抽出し、対応の方針を検討する                              

  
基礎調査 
①～⑤ 

①社会経済情勢の 
現状等の整理・分析 

②東久留米市の現状
の整理・分析 

③関連行政計画の 
整理・分析 

④市民アンケート調査 ⑤団体・企業 
アンケート調査 

施策の評価・検証 

基本構想へ
の活用の観
点 

 まちづくりに影響を
及ぼすと考えられる
各分野（国・都レベ
ル）の現状や見通し
を分析 

 他市や経年の比
較による各分野の
状態指標を分析
（改善・停滞・悪
化） 

 現行計画策定後に
策定された各分野
の計画の趣旨・目
的などを整理 

 現行計画における各
施策の満足度 

 次期計画に向けての
各施策の重要度・優
先すべき取組 

 事業活動を行う上
での強み・弱み 

 次期計画に向けて
（団体・企業が考え
る）優先すべき取組 

 
 現行計画における
各分野の施策指
標の推移を分析
（改善・停滞・悪
化） 

調査結果の
例示（にぎわ
いと活力あ
ふれるまち） 

 平成24年11月を底
に緩やかな回復基
調 

 企業の人手不足 

 事業所数・従業員
数等の増加率が
26市中2位 

 農家戸数の減少 

 人口減少社会の克
服と地方創生に向
けた計画を策定 

 今後優先すべき取組
として、「商店街の振
興」と回答した人が
最も多い 

 製造業では用地不
足を課題として捉え
る 

 人材の確保が課題 

 
 「農業・商工業振
興に向けた取り組
み数」の増加 

まちの課題・状態の分析 施策の成果の分析 

現行の基本構想 
次期の基本構想に向けた検討 

検討事項の抽出（例） 対応の方針（例） 

 

「にぎわいと活力あふれるまち」 
新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上 

地域力向上への支援 

 官民一体となった働き方改革の推進 

 優良農地の創出 

 商工業の活性化支援の充実 

 新たな産業用地の創出 

 商店街の振興 

 追加・削除（例：「新たな産業用地の創出」を追加） 
 表現の修正（例：「新たな活気を生み出す」→「まちのに
ぎわいと活力を生み出す」に修正） 

 優先度（順序）の変更（例：「産業の振興」と「消費生活
の向上」の入れ替え等） 

審議会で確認 審議会で検討 

例 
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(3) 審議会のスケジュール案（中間答申まで） 

 第4・5回において、関連行政計画や施策の評価・検証結果等を踏まえ、基本目
標ごとに検討 （1回当たり2～3つの基本目標を検討） 

 第6・7回に「基本目標」「基本的な施策」の意見集約を踏まえ、「まちの将来像」「
まちづくりの基本理念」 「基本構想実現のための方策」を検討し、第8回に中間
の取りまとめ結果（基本構想の素案）として中間答申を行う 

第1回 

（済） 
第2回 

（今回） 
第3回 

（4月） 
第4回 

（5月） 
第5回 

（7月） 
第6回・第7回 

（8月・9月） 
第8回 

（10月） 

審議会の
設置 
 

策定方針 
 

社会経済
情勢の現
状等の整
理・分析の
報告 等 

基礎調査
の報告 

東久留米
市の現状 

市民アン
ケート調
査 

団体・企
業アンケ
ート調査 

報告 

人口フレ
ーム 

財政フレ
ーム 

 
 

「にぎわい
と活力あふ
れるまち」
の検討 
 

「住みやす
さを感じる
まち」の検
討 
 

「健康で幸
せにすご
せるまち」
の検討 
 
 

 
 

「子どもの
未来と文化
をはぐくむ
まち」の検
討 
 

「地球環境
にやさしい
まち」の検
討 
 

若者から
の意見聴
取の報告 
 
 

市民意見聴取
の報告 
意見集約 
基本目標 

基本的な施
策 

まちの将来像 

まちづくりの基
本理念 

基本構想実現
のための方策 
 

中間答申 

（基本構想
の素案） 

回 

議
題
（案
） 
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(4) 審議会のスケジュール案（中間答申後） 

 11月～12月にかけて、中間答申（基本構想の素案）について幅広く市民意見を
募集し、いただいた意見を第9回の審議会に報告 

 第9回以降は「将来人口と土地利用に関する方針」の検討など、基本構想全体
について検討していく 

 第10回に基本構想（原案）を取りまとめ、平成32年（2020年）3月～5月にかけて
パブリックコメントを実施し、第11回の審議会に報告 

 第12回で基本構想（案）として最終答申 

第9回 

（H32年1月） 
第10回 

（2月） 
第11回 

（6月） 
第12回 

（7月） 

 
市民意見の報告 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本構想（原案）
の取りまとめ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

パブリックコメント
の報告 

 
 
 
 
 
 

最終答申 
基本構想（案） 
 
 
 
 
 
 

回 

議
題
（案
） 

基本構想全体について検討 
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